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SCJD・マウスを;若いたとトi路線嬬問所移模株の

作J&
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{日的lSCIDマウスの誕生iこより多様，のとト態管L綾場縦胞をmいたマ

ウス移槌待作成がより容易に行えるように会った，しかしとト弱ißf.~J ニ
1支援換す主増補完~説i綴痛の ín viVQでの株it!まいまだ報告されていない.

今@，我々は経気管的問所移織法をよnいてとト手持沌t:rlから~験モデ
ルマウ二えの作成を試みた‘{対象と方法}筑波大学病段およひ三夫城県立

ゅうた絹践において指iliJに終識と診掛され，外科的に切除された疲例 16
僻告と材、殺とした毅織の w、.溺iを採取し綿綿総j字通11夜を作成して合計命

271患の $C10マウスヘ経気管的iこ移織した.経逸観桜t:jJに額呼械がみ

られた場合は選定解剖 L.，ぞれ以外誌一年後iこ解剖したー各f重勝協の

1義務形成本， 1韓鱗形態(特iこmtiff?lJ::.I，支援換性、;増踏灘ilttIfiI京識などλ逮

捕蟻器へのあ:移本など生物!学的特性を検討した. {結果}移織した

scmマウスのうち:1191} (25%)， 4 ~~ (14.8%)十:ff童謡影成を怒め，

移績に関連して 11碍2区 (7-4%)のマウスが死亡した.リンパ節転移

および地臓器;への迷持活転移はlP~(，こも i認められなかった.報紙分化f支
部の犠矯11手或擦は高分化努 50%は/4)，III分化lt!25%程!8}.法分

化溺 u%(O/3)で'あった.マウスの移様ililiに形成された税務め 4挺r!1

2 l.7!:がいわゆる非役務議に相 gl.'‘る務総 t.:皮i澄換ft:j韓議~~であったー
肉眼的に3霊場形成が路誌できた 2肢のマウスからは総畿の ...g1Sを抹殺
し再度 SCIDマウスに移{遣した. [結総}今治;ヂ我々は経筑管的i司j~r移
織法iこより SCIDγウスに締}鼠!二f支}唆換性増構理!締総J誌を作成す“るこ

とにfi誌よみした.今後，これ.らのscmマウス作製鰭惑を綴代[ハこれ

を10いて路線端的持続機講の鮮明に役立てたい.


